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で
記
す
。

（
一
）
和
気
時
成
像
の
偈
を
そ
の
ま
ま
右
か
ら
左
に
読
ん
で
解
釈
し
て
き

た
が
、
こ
れ
は
全
く
初
歩
的
な
誤
り
で
あ
っ
た
。
対
聯
、
二
幅
対
、
三
幅
対

で
向
っ
て
右
に
位
置
す
る
も
の
の
書
法
は
左
か
ら
右
に
書
く
こ
と
に
な
っ
て

ゐ
る
。
そ
こ
で
、
全
面
的
に
読
み
直
し
て
、
訓
読
、
現
代
語
訳
、
語
釈
を
改

め
た
。
そ
の
際
、
一
部
の
解
釈
を
考
証
し
直
し
て
修
正
し
た
。

（
二
）
こ
の
三
幅
の
肖
像
画
は
半
井
家
と
神
護
寺
で
「
三
幅
対
」
と
し
て

伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
回
、
偈
の
書
き
方
だ
け
で
な
く
、
文
字
の
作
法
、
初

稿
で
触
れ
た
衣
裳
や
坐
り
方
な
ど
に
よ
り
、
明
確
に
三
幅
が
一
対
と
な
っ
て

描
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

（
三
）
和
気
真
人
（
清
麻
呂
）
像
の
偈
に
つ
い
て
、
一
ヶ
所
、
訓
み
を
改
め
、

語
釈
で
そ
の
是
非
を
語
法
の
点
か
ら
考
証
し
た
。
ま
た
、「
和
気
真
人
」
は

清
麻
呂
で
あ
り
、
平
安
前
期
の
和
気
時
雨
で
は
な
い
こ
と
は
前
々
稿
で
述
べ

た
が
、「
法
眼
」
の
称
号
に
つ
い
て
説
明
し
、
改
め
て
右
の
補
足
と
し
た
。

（
四
）
和
気
基
成
像
の
偈
に
つ
い
て
、
一
ヶ
所
、
対
句
の
表
現
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
し
て
、
訓
み
を
改
め
、
語
釈
で
そ
の
解
説
を
し
た
。
ま
た
、
基

成
の
伝
記
的
な
説
明
を
少
し
付
け
加
へ
た
。

要
　
　
旨

筆
者
は
「
神
護
寺
蔵
『
和
気
氏
三
幅
対
』
の
成
立
と
訓
釈
」
を
本
誌

四
十
六
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
）
に
、
続
い
て
、
そ
の
補
訂
を
同
四
十
八

号
（
同
二
十
七
年
三
月
）
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
初
期
に
和
気
清

麻
呂
の
後
裔
の
半
井
瑞
雪
が
高
雄
山
神
護
寺
の
開
創
者
で
あ
る
和
気
清
麻

呂
、
和
気
医
道
を
盛
り
返
し
和
気
氏
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
定
成
の
子
で
あ
る

時
成
、
そ
の
子
基
成
、
の
三
名
の
肖
像
画
に
賛
偈
を
禅
僧
に
書
か
せ
た
も
の

を
当
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
偈
（
漢
詩
）
に
つ
い
て
題

詞
、
本
文
、
左
注
を
解
読
し
、
訓
読
し
て
書
き
下
し
た
上
に
、
現
代
語
訳
と

語
釈
を
つ
け
た
。
ま
た
、
そ
の
賛
が
出
来
上
る
経
緯
と
揮
毫
者
に
つ
い
て
考

証
、
解
説
し
た
。
補
訂
で
は
半
井
瑞
雪
の
系
図
上
の
位
置
づ
け
を
確
証
し
、

併
せ
て
二
、三
の
問
題
を
修
正
し
補
足
し
た
。
さ
ら
に
、
徳
川
家
光
が
半
井

成
忠
（
瑞
堅
）
に
与
へ
た
狩
野
三
兄
弟
の
「
三
幅
一
対
」
が
右
の
「
三
幅
対
」

と
同
一
で
あ
る
か
に
つ
い
て
論
述
し
た
が
、
そ
れ
を
証
す
る
史
料
が
不
足

し
、
課
題
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
。

本
稿
は
右
の
二
編
に
続
い
て
、
さ
ら
に
補
足
、
訂
正
す
る
点
が
出
て
き
た

の
で
、
再
び
補
訂
版
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
要
点
を
箇
条
書
き

神
護
寺
蔵
「
和
気
氏
三
幅
対
」
の
成
立
と
訓
釈
（
続
補
訂
）

若
　
　
井
　
　
勲
　
　
夫
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〈
付
記
〉

本
稿
は
正
篇
の
補
訂
版
に
続
い
て
再
度
の
修
正
で
あ
る
。
本
論
集
の
論
文

は
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
し
て
広
く
公
開
さ
れ
て
ゐ
る
。
特
に
今
回
は
、
賛
偈

の
読
解
の
基
幹
に
関
は
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
は
誤
っ
た
内
容
が
広
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
「
続
補

訂
」
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
神
護
寺
蔵
「
和
気
氏
三
幅
対
」、
三
幅
対
の
書
き
方
、
和
気

清
麻
呂
、
和
気
時
成
、
和
気
基
成

一
、
本
稿
の
趣
旨
と
三
幅
対
の
意
義

筆
者
は
「
神
護
寺
蔵
『
和
気
氏
三
幅
対
』
の
成
立
と
訓
釈
」
を
本
誌
四
十
六
号

（
平
成
二
十
五
年
三
月
）
に
、
続
い
て
、
そ
の
補
訂
を
同
四
十
八
号
（
同
二
十
七

年
三
月
）
に
発
表
し
た
。
こ
の
「
三
幅
対
」
と
は
江
戸
時
代
初
期
に
和
気
清
麻
呂

の
後
裔
の
半
井
瑞
雪
（
琢
庵
）
が
高
雄
山
神
護
寺
に
当
寺
の
開
創
者
で
あ
る
和
気

清
麻
呂
、
藤
原
氏
に
抑
へ
ら
れ
て
ゐ
た
和
気
医
道
を
復
興
し
和
気
氏
中
興
の
祖
と

さ
れ
る
和
気
定
成
の
子
で
あ
る
時
成
、
そ
の
子
基
成
、
の
三
名
の
肖
像
画
に
賛
の

偈
を
禅
僧
に
書
か
せ
た
も
の
を
当
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
幅
の
偈

（
漢
詩
）
に
つ
い
て
、
筆
者
は
題
詞
、
本
文
、
左
注
を
解
読
し
、
訓
読
し
て
書
き

下
し
た
上
に
、
現
代
語
訳
と
語
釈
を
施
し
た
。
ま
た
、
そ
の
偈
の
成
立
の
経
緯
と

揮
毫
者
に
つ
い
て
考
証
、
解
説
し
た
。
補
訂
で
は
半
井
瑞
雪
の
系
図
上
の
位
置
づ

け
を
確
か
に
し
、
併
せ
て
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
修
正
、
補
足
を
し
た
。
さ
ら

に
、
徳
川
家
光
が
半
井
成
忠
（
瑞
堅
）
に
与
へ
た
狩
野
三
兄
弟
筆
の
「
三
幅
一
対
」

が
神
護
寺
蔵
の
「
三
幅
対
」
と
同
一
で
あ
る
か
に
つ
い
て
論
述
し
た
が
、
裏
付
け

る
史
料
が
十
分
に
足
ら
ず
、
問
題
点
を
提
示
す
る
に
留
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
補
訂
版
を
執
筆
し
た
後
、
右
と
は
別
に
、
時
成
の
賛
偈
に
関

し
て
重
大
な
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
詩
と
後
書
き
（
左
注
）

を
左
か
ら
右
へ
読
む
べ
き
で
あ
る
の
に
、
縦
書
き
の
一
般
的
な
右
か
ら
左
に
進
む

読
み
方
で
解
釈
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
時
成
像
の
書
は
初
め
に
揮
毫
者
の
署
名
と

落
款
が
あ
り
、
次
に
日
付
が
あ
る
。
こ
の
通
り
に
読
ん
で
も
理
解
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
が
、
や
や
不
自
然
で
あ
る
。
続
い
て
、
こ
の
偈
を
書
い
た
事
情
の
説
明
が

二
行
、
終
り
に
時
成
の
肖
像
で
あ
る
こ
と
を
記
す
画
題
が
示
さ
れ
る
。
次
に
、
七

言
絶
句
の
詩
は
こ
の
ま
ま
で
は
起
句
が
導
入
と
し
て
唐
突
で
、
し
か
も
概
括
的
に

要
約
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
結
句
は
事
情
の
説
明
が
具
体
的
で
、
結
び

に
な
っ
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
疑
問
に
思
ひ
な
が
ら
も
、
こ
の
順
序
通
り

に
訓
読
し
、
解
釈
し
よ
う
と
努
め
て
、
発
表
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
完
全
な
間
違
ひ
で
あ
っ
た
。
和
気
長
成
の
肖
像
画
（
１
）
（
軸
装
）

の
写
真
を
見
て
ゐ
た
時
、「
寛
喜
二
年
卒
　
六
十
三
歳
／
仙
院
御
供
参
隠
岐
後
帰

京
／
翌
日
為
／
…
従
四
位
下
　
典
薬
助
／
施
薬
院
使
　
権
侍
医
／
和
氣
長
成
朝

臣
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
左
側
か
ら
始
っ
て
、
途
中
は
「
翌
日
、
仙
院
（
後
鳥
羽

上
皇
）
の
御
供
と
為
り
て
隠
岐
へ
参
り
、
後
、
帰
京
す
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）

卒
、
六
十
三
歳
」
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
や
う
な
基
礎
的
、
基
本
的
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
恥
ぢ
入
る
ば
か

り
で
あ
る
。
対
聯
（
対
幅
）
の
形
式
の
落
款
の
位
置
は
、
右
聯
は
右
側
、
左
聯
は

左
側
に
区
別
し
て
署
名
、
押
印
す
る
の
が
伝
統
的
な
形
で
あ
る
（
２
）
。
こ
れ
は
二
つ
の

平
面
図
形
の
関
係
を
見
る
時
、
両
者
の
中
央
の
線
分
に
対
し
て
、
右
聯
と
左
聯
が

線
対
称
と
し
て
一
対
一
に
対
応
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
幅
対
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の
場
合
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
幅
対
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
出
光
美

術
館
の
次
長
、
笠
嶋
忠
幸
か
ら
次
の
通
り
の
教
示
を
得
た
（
３
）
。

１
．
第
一
位
た
る
中
心
像
（
中
尊
）
は
正
規
の
楷
書
体
や
隷
書
体
で
整
頓
さ
れ
た

書
き
方
を
す
る
。
賛
は
右
か
ら
左
へ
書
く
。
装
束
は
黒
色
が
正
式
で
あ
る
。

２
．
あ
と
は
肖
像
の
顔
の
向
き
に
従
ふ
。
向
っ
て
右
の
第
二
位
の
時
成
は
左
を
向

い
て
ゐ
る
の
で
、
左
が
前
で
あ
り
、
従
っ
て
、
左
か
ら
右
へ
書
く
。

３
．
向
っ
て
左
の
第
三
位
の
基
成
は
右
を
向
い
て
ゐ
る
の
で
、
右
が
前
で
あ
り
、

従
っ
て
、
右
か
ら
左
へ
書
く
。

以
上
の
助
言
に
よ
っ
て
、
三
幅
の
衣
裳
の
違
ひ
、
字
体
の
書
き
分
け
、
賛
を
書

く
方
向
が
定
式
通
り
に
理
解
で
き
る
。
中
心
、
中
尊
の
清
麻
呂
を
真
中
に
置
く
。

次
に
、
脇
侍
の
時
成
、
基
成
の
顔
は
中
心
に
向
ひ
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
が
右
、
左
に
流

れ
て
本
尊
を
守
る
。
ま
さ
に
線
対
称
と
し
て
、
位
置
が
定
り
、
三
幅
が
一
対
と
し

て
完
成
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
し
て
、
こ
の
三
幅
は
別
々
に
構
想

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
一
対
に
な
る
や
う
に
、
つ
ま
り
三
幅
対
と
し

て
描
く
意
図
を
持
っ
て
成
さ
れ
た
と
、
半
井
本
家
と
神
護
寺
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る

通
り
確
言
で
き
る
（
４
）
。

本
稿
を
こ
こ
に
続
補
訂
と
し
て
発
表
す
る
主
目
的
は
こ
の
重
大
な
誤
謬
を
訂
正

す
る
と
と
も
に
、
三
幅
対
と
し
て
の
意
図
を
改
め
て
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
前
々
稿
の
「
三
、
和
気
時
成
像
」
の
詩
偈
の
本
文
、
訓
読
、
現
代
語

訳
、
語
釈
の
順
序
を
正
し
た
上
に
、
一
部
を
修
正
し
て
書
き
改
め
る
（
成
立
は
そ

の
ま
ま
）。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、「
二
、
和
気
清
麻
呂
像
」
の
訓
読
、
語
釈
の
一

部
と
成
立
、「
四
、
和
気
基
成
像
」
の
訓
読
、
現
代
語
訳
、
語
釈
の
一
部
に
つ
い

て
修
正
、
追
補
す
る
。
四
年
が
か
り
の
執
筆
を
経
て
、
や
う
や
く
「
和
気
氏
三
幅

対
」
の
成
立
と
訓
釈
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
三
編
は
い
づ
れ
本
文
を
ま
と

め
て
整
定
し
、
現
在
、
出
版
の
準
備
中
の
『
和
気
清
麻
呂
公
景け
い

仰
ぎ
ょ
う

史
』
に
収
録

す
る
予
定
で
あ
る
。

二
、
和
気
清
麻
呂
像

〈
本
文
〉（
一
部
）

大
功
不
宰
久
彌
新

〈
訓
読
〉

大
功
は
宰
つ
か
さ
ど
ら
ず
、
久ひ
さ

に
彌い
や

新あ
た
ら
し
く

〈
語
釈
〉

○
大
功
不
宰
久
彌
新
―
最
初
の
「
大
功
不
宰
」
の
四
句
を
禅
家
で
は
「
大
功
は
宰

せ
ず
」、
あ
る
い
は
、
そ
の
ま
ま
音
読
し
て
「
大
功
不
宰
」
と
読
む
こ
と
が
多
い
が
、

前
々
稿
で
述
べ
た
や
う
に
、
こ
れ
で
は
国
語
の
訓
読
と
し
て
の
意
味
が
な
い
。
音

読
し
た
時
、
禅
僧
ら
し
く
力
強
さ
を
表
さ
う
と
す
る
意
図
は
分
る
が
、
大
事
な
こ

と
は
国
語
の
表
現
と
し
て
訓
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ほ
、「
大
功
」
は
格
助
詞

「
が
」
で
は
な
く
、
係
助
詞
「
は
」
で
訓
む
べ
き
で
あ
る
。「
は
」
は
係
結
び
と
し

て
文
末
ま
で
陳
述
が
及
ぶ
。「
大
功
」
と
い
ふ
も
の
は
と
、
一
つ
の
主
題
を
提
示

し
て
、「
不
宰
」
と
「
久
彌
新
」
の
両
方
に
つ
い
て
そ
の
判
断
を
表
し
て
ゐ
る
。「
彌

新
」
は
前
に
「
い
よ
い
よ
あ
ら
た
に
」
と
訓
ん
だ
が
、
こ
れ
で
誤
り
で
は
な
い
。

「
彌
」
の
訓
は
「
い
や
」
が
一
般
的
だ
が
、
上
代
で
は
「
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
す
」

の
意
で
は
動
詞
、
形
容
詞
に
冠
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
い

よ
い
よ
」
は
中
古
以
降
の
用
法
で
、
現
代
の
感
覚
で
は
口
語
的
で
あ
り
、
一
方
、
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「
い
や
」
の
方
が
歌
語
、
雅
語
ら
し
く
、
短
く
簡
潔
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
新
」
は

形
容
詞
に
解
し
て
、「
い
や
あ
ら
た
し
く
」
と
訓
め
る
。
し
か
し
、
古
語
の
「
あ

ら
た
し
」
が
馴
染
み
に
く
く
、
現
代
の
文
語
和
歌
の
用
例
か
ら
も
「
い
や
あ
た
ら

し
く
」
と
訓
む
こ
と
に
す
る
。
こ
の
一
句
は
全
体
と
し
て
、
偉
大
な
功
績
は
そ
れ

を
果
し
た
者
の
痕
跡
を
留
め
ず
、
そ
れ
に
固
定
、
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
時
代
の

変
遷
に
ご
く
自
然
に
応
じ
て
改
善
、
改
良
さ
れ
て
、
常
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出

し
て
ゐ
る
こ
と
を
言
は
う
と
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
や
は
り
「
新
た
に
」
よ
り
「
新

し
」
の
方
が
適
切
で
あ
ら
う
。

な
ほ
、
付
け
加
へ
れ
ば
、「
久
彌
新
」
を
「
久
し
く
彌
新
し
く
」
と
訓
む
と
、

語
尾
の
「
し
く
」
が
続
い
て
単
調
に
な
る
。
こ
れ
で
も
よ
い
が
、「
久
」
は
「
久
に
」

と
訓
み
改
め
る
。「
ひ
さ
」
は
上
代
に
活
撥
に
語
構
成
に
は
た
ら
い
た
形
状
言
で

あ
る
。「
妹
が
袖
別
れ
て
比ひ

左さ

に
な
り
ぬ
れ
ど
（
萬
葉
集
三
六
〇
四
）、「
月
も
日

も
変
ら
ひ
ぬ
と
も
久
ひ
さ
に

経ふ

る
」（
同
三
一
）
な
ど
、「
ひ
さ
し
」
と
同
じ
意
味
で
用

ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
現
代
人
の
語
感
に
は
合
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
音
で
よ

り
簡
潔
に
引
締
り
、
力
強
く
な
り
、
起
句
と
し
て
ふ
さ
は
し
い
。

○
七
百
年
来
法
眼
裡
―
こ
の
偈
は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
か
ら
寛
文
二
年
（
一

六
六
二
）
の
間
に
成
立
し
た
。
こ
の
「
七
百
年
」
前
を
単
純
に
計
算
す
る
と
、
西

暦
九
六
〇
年
前
後
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
医
師
を
務
め
て
ゐ
た
和
気
氏
は
和
気

時と
き
ふ
る雨
で
あ
る
。
時
雨
は
天
暦
十
一
年
（
九
五
七
）
に
典
薬
頭
と
な
り
、
康
保
二
年

（
九
六
五
）
に
六
十
七
歳
で
没
し
た
。
た
だ
し
、「
法
眼
」
の
位
は
今
ま
で
与
へ
ら

れ
て
ゐ
た
僧
侶
に
準
じ
て
、
中
世
に
な
っ
て
か
ら
仏
師
、
絵
師
、
医
師
な
ど
に
授

け
ら
れ
た
称
号
で
、
出
家
し
て
法
体
と
な
っ
た
。
時
雨
の
時
代
に
は
ま
だ
そ
の
制

度
は
な
か
っ
た
。
和
気
氏
で
法
眼
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代
の
和
気
明
重
（
永
正

十
六
年
〈
一
五
一
九
〉
没
）
が
最
初
で
あ
る
（
５
）
。
時
雨
は
和
気
清
麻
呂
の
子
で
あ
る

真
綱
の
孫
に
当
り
、
こ
れ
以
降
、
医
師
の
家
系
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
時
雨
が
和
気
医
道
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
句
は
厳
密
に
和
気
氏
の
個
人
を
特
定
し
て
ゐ
る
の
で

は
な
く
、
広
い
立
場
か
ら
概
括
的
に
和
気
氏
が
医
道
に
携
は
っ
て
き
た
こ
と
を
指

し
て
表
現
し
て
ゐ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
成
立
〉

○
黄
檗
老
人

（
四
〇
九
頁
上
、
左
三
行
目
〜
左
一
行
目
を
次
の
通
り
改
め
る
。）

太
和
集
は
翌
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
南
源
と
高
泉
が
編
集
し
て
、
鉄
眼

に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
偈
の
作
ら
れ
た
の
は
、
隠
元
が
神
護
寺

に
参
拝
し
た
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
か
ら
寛
文
二
年
ま
で
の
四
年
間
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
。

○
佛
日
山
野
獨
知

（
四
〇
八
頁
上
、
左
六
行
目
〜
左
四
行
目
を
次
の
通
り
改
め
る
。）

慧
林
（
獨
知
）
が
こ
の
書
を
揮
毫
し
た
の
は
、
慧
林
が
佛
日
寺
に
入
山
し
た
寛

文
元
年
（
一
六
六
一
）
か
ら
隠
元
が
寂
す
る
同
十
三
年
を
経
て
、
瑞
雪
が
没
す
る

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
ま
で
の
間
と
な
る
。
し
か
し
、
ほ
か
の
二
像
は
既
に
出

来
て
ゐ
る
の
で
、
偈
の
成
立
時
期
の
下
限
の
寛
文
二
年
か
ら
一
、
二
年
を
見
て
、

同
四
年
ま
で
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
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三
、
和
気
時
成
像

〈
本
文
〉

入
五
雲
深
開
講
莚

亘
今
亘
古
俊
才
全

胸
蟠
萬
巻
名
鳴
世

起
死
回
生
地
下
僊

正
四
位
上
典
薬
頭
和
氣
時
成
肖
像

後
昆
半
井
瑞
雪
介
于
人
請
記
其
顚

未
不
得
黙
止
綴
一
偈
塞
其
責
矣

明
暦
第
二
歳
舎
丙
申
三
月
吉
辰

前
南
禅
昕
叔
老
衲
顕
晫
書

〈
訓
読
〉

五
雲
の
深
き
に
入
り
、
講
莚
を
開
き

今
に
亘わ
た

り
古
い
に
し
へ
に
亘
り
、
俊
才
全
し

胸
、
萬
巻
を
蟠
わ
だ
か
ま
ら
せ
、
名
、
世
に
鳴
り

起
死
回
生
す
、
地
下
の
僊
た
り

正
四
位
上
、
典
薬
頭
、
和
氣
時
成
の
肖
像

後
昆
半
井
瑞
雪
、
人
を
介
し
て
其
の
顚
を
記
さ
ん
こ
と
を
請
ふ

未
だ
黙
止
し
得
ず
、
一
偈
を
綴
り
、
其
の
責
を
塞
ぐ

明
暦
第
二
、
歳ほ
し

、
丙
ひ
の
え

申さ
る

に
舎や
ど

る
、
三
月
吉
辰

前
南
禅
、
昕
叔
老
衲
顕
晫
書
す

〈
現
代
語
訳
〉

五
色
の
雲
の
か
か
る
奥
深
い
宮
中
に
入
っ
て
、
病
状
や
処
方
を
説
き
、
昔
か
ら

今
に
至
る
ま
で
、
そ
の
秀
れ
た
才
能
は
欠
け
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
完
全
で
あ
る
。

そ
の
胸
の
中
に
は
多
く
の
書
物
が
積
り
、
蓄
へ
ら
れ
て
、
和
気
氏
の
医
道
の
評
判

は
広
く
世
に
知
ら
れ
、
医
術
の
力
に
よ
り
死
に
瀕
し
た
病
人
を
生
き
返
ら
せ
る
。

ま
さ
に
あ
の
世
の
仙
人
た
る
資
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。

正
四
位
上
、
典
薬
頭
の
和
氣
時
成
の
肖
像
。

後
の
子
孫
で
あ
る
半
井
瑞
雪
が
人
を
な
か
だ
ち
に
し
て
、
先
祖
の
根
本
の
い

き
さ
つ
を
記
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
。

黙
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ず
、
詩
偈
一
首
を
作
っ
て
、
そ

の
責
任
を
果
す
。

明
暦
二
年
、
歳
星
（
木
星
）
が
丙
申
に
舎
る
（
干
支
は
丙
申
）、
三
月
吉
日
。

前
南
禅
の
老
僧
、
昕
叔
顕
晫
が
書
く
。

〈
語
釈
〉

○
入
五
雲
深
―
五
雲
は
仙
人
、
仙
女
の
遊
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
比
喩
的
に
捉
へ

て
も
こ
の
ま
ま
で
は
分
り
に
く
い
。
隠
元
は
渡
来
僧
で
あ
っ
た
が
、
昕
叔
は
日
本

人
で
あ
り
、
こ
こ
は
国
語
の
用
法
と
し
て
、
五
雲
が
宮
中
を
指
す
と
考
へ
る
。
時

成
の
父
で
和
気
氏
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
和
気
定
成
は
侍
医
で
あ
り
、
典
薬
頭
で

あ
っ
た
。『
大
日
本
人
名
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、
定
成
は
後
鳥
羽
上
皇
、
高
倉
天
皇
、

皇
太
后
の
病
気
を
治
し
た
。
ま
た
、
そ
の
息
で
本
肖
像
画
の
時
成
は
、
父
と
同
じ

役
職
に
就
き
、
後
鳥
羽
上
皇
、
中
宮
に
施
術
し
て
治
癒
し
た
。
こ
の
や
う
に
宮
中

の
信
任
が
厚
く
、
侍
医
と
し
て
評
価
を
得
た
こ
と
を
こ
の
や
う
に
文
学
的
に
表
現

し
た
の
で
あ
ら
う
。
次
の
「
開
講
莚
」
は
医
学
の
講
義
を
し
た
と
い
ふ
の
で
は
な
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く
、
病
状
の
説
明
や
処
方
の
仕
方
を
説
い
て
上
奏
し
た
こ
と
を
言
っ
て
ゐ
る
の
で

あ
ら
う
。

○
亘
今
亘
古
―
『
句
双
紙
』『
禅
林
句
集
』
に
は
語
順
を
逆
に
し
「
亘
古
亘
今
」

と
あ
り
、「
い
に
し
へ
に
わ
た
り
、
今
に
わ
た
る
」
と
訓
む
。

○
胸
蟠
萬
巻
―
「
胸
」
は
『
新
大
字
典
』
に
よ
れ
ば
「
胸
」
の
俗
字
で
あ
り
、
ま

た
、『
新
撰
漢
字
総
覧
』
に
は
そ
の
異
体
字
と
し
て
「
胸
」
の
「
正
」
の
上
部
に
、

「
一
」
を
書
く
漢
字
と
、
例
へ
ば
「
前
」
の
漢
字
の
第
一
・
二
画
を
書
く
漢
字
の

二
種
類
を
収
録
し
て
ゐ
る
（
６
）
。「
胸
」
は
胸
中
、
胸
裡
の
意
で
あ
る
。「
蟠
」
は
龍
や

蛇
な
ど
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
伏
し
て
ゐ
る
、
わ
だ
か
ま
る
こ
と
か
ら
、
積
る
、
集

る
、
満
ち
渡
る
と
い
ふ
意
味
を
派
生
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
胸
中
に
は
数
多
く

の
医
学
書
が
集
り
積
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
か
の
や
う
で
、
い
は
ゆ
る
生
き
字
引

の
ご
と
き
で
あ
る
と
言
は
う
と
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
、
こ
の
発
想
な
ら
胸
よ
り
脳
の

方
が
適
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
古
い
成
語
に
は
胸
を
使
ふ
こ
と
が
多
い
。
例

へ
ば
、「
胸
中
、
自
ら
数
万
の
甲
兵
有
り
」（
大
い
な
る
知
略
）、「
胸
中
、
墨
無
し
」

（
詩
文
の
才
能
）、「
胸
中
、
成
竹
有
り
」（
備
は
っ
た
計
画
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
ゐ

る
。
こ
れ
は
「
胸
臆
・
胸
奥
」
と
い
ふ
語
が
あ
る
よ
う
に
、「
昔
の
人
は
考
え
が

胸
か
ら
出
る
と
し
た
（
７
）
」
か
ら
だ
と
思
は
れ
る
。

○
地
下
僊
―
地
下
は
あ
の
世
、
冥
土
、
僊
は
仙
人
、
や
ま
び
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
取
り
に
く
い
。
死
に
か
か
っ
て
ゐ
る
病
人
を
生
き
返
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
死
後
の
世
界
の
仙
人
た
る
資
格
、
能
力
を
持
っ
て
ゐ
る
と
、

そ
の
力
量
を
讃
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

○
典
薬
頭
―
宮
内
省
に
属
す
る
官
司
で
、
宮
中
の
医
療
、
薬
園
、
官
人
の
医
療
、

医
師
の
養
成
な
ど
を
取
扱
ふ
典
薬
寮
の
長
官
。

○
後
昆
―
昆
は
あ
と
、
世
継
の
こ
と
で
、
後
昆
は
子
孫
、
後
裔
、
末
裔
の
意
で
あ

る
。

○
歳
舎
―
歳
星
が
舎や
ど

（
宿
）
る
こ
と
で
、
歳
次
と
同
じ
で
あ
る
。
歳
星
（
木
星
）

は
十
二
年
で
天
を
一
周
し
、
そ
の
一
年
に
一
次
を
行
く
。「
歳
次
辛
亥
」（
萬
葉
集

二
二
八
）
は
「
歳
、
辛
亥
に
次や
ど

る
」
と
訓
む
。
一
般
に
い
ふ
干
支
の
こ
と
で
あ
る
。

○
前
南
禅
昕
叔
老
衲
顕
晫
―
「
前
南
禅
」（
前
任
南
禅
、
準
南
禅
、
不
住
）
と
は
「
補

任
さ
れ
る
が
、
入
院
（
入
寺
の
こ
と
）
の
式
を
行
わ
な
い
他
山
の
僧
」
の
こ
と
で
、

「
紫
衣
を
身
に
ま
と
い
名
誉
と
な
る
（
８
）
」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
南
禅
寺
の
歴
代

に
は
な
ら
な
い
が
南
禅
寺
の
前
住
位
（
９
）
」
と
い
ふ
称
号
で
あ
る
。
昕
叔
顕
晫
（
天
正

八
年
〈
一
五
八
〇
〉
―
万
治
元
年
〈
一
六
五
八
〉）
は
相
国
寺
の
子
院
、
慈
照
院

の
住
職
か
ら
同
寺
鹿
苑
院
に
遷
り
、
第
四
十
六
代
の
僧
禄
司
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
僧

禄
と
は
臨
済
宗
の
寺
院
を
取
締
り
、
僧
の
人
事
を
司
ど
る
役
職
で
あ
る
（
た
だ
し
、

鹿
苑
僧
録
は
こ
の
代
で
廃
絶
し
、
以
後
、
南
禅
寺
金
地
院
に
移
さ
れ
た
）。
そ
の

後
、
相
国
寺
第
九
十
四
世
の
住
持
を
務
め
て
ゐ
る
。
詩
偈
で
「
前
南
禅
」
と
い
ふ

肩
書
で
表
し
た
の
は
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
不
住
の
「
前
任
南
禅
」
の

資
格
を
得
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
僧
位
は
他
山
の
住
持
よ
り
も
高
い
位
で
、
南
禅

寺
の
「
準
世
代
」
と
も
称
せ
ら
れ
、
最
高
位
の
深
紫
衣
を
着
用
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
た
。
南
禅
寺
は
「
天
下
五
山
の
上
」
に
位
置
す
る
寺
格
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

顕
晫
が
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
揮
毫
し
た
書
の
落
款
は
「
禅
」
の
漢
字
の
偏

と
旁
の
間
に
「
南
」
の
漢
字
を
配
し
て
「
南
禅
」
を
意
味
す
る
印
と
、
昕
叔
の
印

の
二
つ
を
押
し
て
ゐ
る
。「
老
衲
」
の
衲
は
僧
侶
の
自
称
で
、
老
僧
を
謙
遜
し
て

言
っ
た
の
で
あ
る）
10
（

。
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四
、
和
気
基
成
像

〈
本
文
〉（
一
部
）

忍
我
三
折
　
具
仙
五
通

〈
訓
読
〉

我
を
忍
び
三
折
　
仙
を
具そ
な

へ
五
通

〈
現
代
語
訳
〉

自
分
自
身
、
耐
へ
忍
ん
で
地
道
な
修
行
を
積
ん
で
良
医
に
な
り
、
仙
人
に
な
る
術

を
有
し
て
、
五
つ
の
超
人
的
で
不
思
議
な
能
力
を
得
た
。

〈
語
釈
〉

○
三
折
―
三
度た
び

（
何
度
も
）、
肘
を
折
る
ほ
ど
経
験
を
積
ん
で
、
良
医
と
な
る
こ

と
。
こ
の
肘
は
自
分
、
ま
た
他
人
の
肘
の
両
説
が
あ
る
。
地
道
な
修
行
を
積
む
こ

と
を
い
ふ
。

○
五
通
―
「
五
通
」
は
五ご

神じ
ん
づ
う通
と
も
い
ひ
、『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、

天
眼
通
、
天
耳
通
、
他
心
通
、
宿
命
通
、
神
足
通
（
如
意
通
）
を
い
ふ
。「
特
別

な
修
行
者
の
も
ち
う
る
五
種
の
超
自
然
的
な
能
力
の
こ
と
、
五
つ
の
超
人
的
な

力
」
の
意
で
あ
る
。
五
通
仙
は
こ
の
五
神
通
を
得
た
仙
人
の
こ
と
を
い
ふ
が
、
こ

こ
は
前
句
と
対
句
表
現
を
成
し
、「
忍
我
」
と
「
具
仙
」、「
三
折
」
と
「
五
通
」

が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
ゐ
る
。「
仙
」
は
仙
術
、
仙
人
に
な
る
術
で
あ
り
、
そ
れ

を
整
へ
具
へ
て
「
五
通
」
を
得
た
こ
と
を
言
は
う
と
し
て
ゐ
る
。
苦
労
し
て
地
道

な
修
行
を
重
ね
て
、
す
ぐ
れ
た
医
師
と
な
り
、
超
自
然
的
な
能
力
を
持
っ
て
、
五

神
通
を
体
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
道
教
的
な
考
へ
が
見
ら
れ
る
。
基
成
は

時
成
の
長
男
で
、
典
薬
頭
、
侍
医
、
内
匠
頭
と
し
て
父
の
医
道
を
継
い
だ
。
仁
治

四
年
（
一
二
四
三
）
に
六
十
五
歳
で
没
し
、
正
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
ほ
、

基
成
の
代
は
そ
の
後
、
六
代
で
絶
え
て
ゐ
る）
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〈
注
〉

（
１
）『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
一
二
八
、
平
成
四
年
一
月
。
和
気
長
成
像
は
和
気
親
成

像
、
和
気
氏
口く

宣せ
ん

案
と
と
も
に
杉
立
義
一
（
桂
仙
堂
文
庫
）
蔵
。
筆
者
は
こ
の
写
真

版
を
思
文
閣
出
版
古
書
部
よ
り
戴
い
た
。

（
２
）『
落
款
の
疑
問100

』
一
二
二
―
一
二
五
頁
、『
墨
』
編
集
部
編
、
芸
術
新
聞
社
、

同
二
十
六
年
。

（
３
）
同
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日
付
、
筆
者
宛
の
書
簡
。

（
４
）
ち
な
み
に
、
前
述
の
和
気
長
成
像
は
左
向
き
で
、
賛
は
右
へ
、
一
方
、
和
気
親
成

像
（「
五
清
」
の
署
名
が
あ
る
が
、
不
詳
）
は
右
向
き
で
賛
は
左
へ
書
か
れ
、
ま
た
、

両
者
と
も
衣
冠
姿
で
描
か
れ
て
ゐ
る
。
長
成
は
時
成
の
甥
、
親
成
は
時
成
の
子
で
、

ほ
ぼ
同
時
代
の
医
家
で
あ
っ
た
。
二
像
と
も
「
和
気
氏
某
家
系
に
伝
来
し
た
」
も
の

と
さ
れ
る
（「
和
気
（
半
井
）
氏
の
肖
像
」（
杉
立
義
一
『
北
陸
医
史
』
十
五
ノ
一
、

平
成
六
年
）。
こ
の
こ
と
か
ら
二
像
は
「
和
気
氏
二
幅
対
」
と
言
へ
よ
う
。
同
じ
こ

ろ
に
和
気
医
家
の
二
幅
と
三
幅
が
揃
っ
て
ゐ
た
こ
と
に
深
い
意
義
が
あ
る
と
思
は
れ

る
。

（
５
）「
和
気
氏
系
図
」（『
群
書
類
従
』
五
、
系
譜
部
四
、
巻
六
十
三
、
三
一
四
頁
）
に
次

の
や
う
に
記
す
。「
…
始
め
て
武
家
の
医
に
准
じ
、
法
師
躰
と
為
る
、
法
名
宗
鑑
」。

山
崎
佐た
す
く
『
江
戸
期
前
　
日
本
医
事
法
制
の
研
究
』
四
四
二
―
四
五
二
頁
、
中
外
医

学
社
、
昭
和
二
十
八
年
。
新
村
拓
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
』
九
〇
―
九
四
頁
、

法
政
大
学
出
版
局
、
同
六
十
年
。

（
６
）
上
田
萬か
ず

年と
し

・
栄さ
か
え
だ田
猛た
け

猪ゐ

ほ
か
編
著
『
新
大
字
典
』
一
九
〇
八
頁
、
講
談
社
、
平
成

五
年
。『
新
撰
漢
字
総
覧
』
本
文
編
、
四
〇
五
―
四
〇
六
頁
・
索
引
編
、
四
一
七
頁

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
者
田
村
毅
・
片
山
英
男
、
漢
字
監
修
山
口
明
穂
。
オ
ン
・
デ

マ
ン
ド
版
）
小
学
館
、
同
十
三
年
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

（
７
）
尾
崎
雄
二
郎
ほ
か
編
『
角
川
大
字
源
』
一
四
五
一
頁
、
角
川
書
店
、
同
四
年
。

（
８
）
櫻
井
景
雄
『
南
禅
寺
史
』
下
五
九
五
―
五
九
九
頁
、
法
蔵
館
、
昭
和
五
十
二
年
。

（
９
）
玉
村
竹
二
『
臨
済
宗
史
』
三
九
七
頁
、
春
秋
社
、
平
成
三
年
。



（ 8） 神護寺蔵「和気氏三幅対」の成立と訓釈（続補訂）
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（
10
）
相
国
寺
に
関
す
る
経
歴
は
次
の
書
に
よ
る
。
小
畠
文
鼎
撰
『
萬
年
山
聯
芳
録
』
巻
三
、

子
院
世
譜
二
、
六
―
一
一
頁
、
相
国
寺
刊
、
昭
和
七
年
、
美
濃
判
、
謄
写
刷
、
京
都

大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
。
後
に
活
字
化
さ
れ
て
『
相
国
寺
史
料
別
巻
』
一
二
八
頁
、

思
文
閣
出
版
、
平
成
九
年
。

（
11
）（
５
） 
の
系
図
、
三
一
二
頁
、
近
藤
敏
喬
『
宮
廷
公
家
系
図
集
覧
』（
和
気
　
宇
佐

使
　
医
家
）
東
京
堂
出
版
、
同
六
年
。
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